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高等学校「古文」授業における文化史的観点導入の試み（２） 
―『平家物語』における寺院縁起記事を例として― 

源   健一郎 

B

キーワード

はじめに
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１ 学習指導要領との関連 

①『平家物語』における物語的歴史叙述の姿勢について考えること。特に、時代や権力の行方
は、人為的な戦争によってのみ左右されるものとしてではなく、仏教的価値観が影響するも
のとして構想されていることを読み取る。
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②『平家物語』諸本の比較・対照を通じて、一つの物語は様々に手を加えられえるものであっ
て、その際に、多様な考え、思想的立場が介入する場合があることを理解する。

(1) 

(2) (1)

－ 447 －
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③源平合戦の歴史的事実を描く『平家物語』のなかに、本筋とは関わりの薄い傍系説話（寺院
縁起）が取り込まれ、それによって物語の構造が重層化していることに気付き、発表し合う。
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２ 日本古典文学研究の動向との関連
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３ 導入―覚一本『平家物語』巻第一「殿上闇討」の紹介 

－ 450 －



４ 展開（１）―延慶本『平家物語』該当場面の読解 
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５ 展開（２）―源平盛衰記該当場面の読解 
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６ 展開（３）―行基説話・鯖売り翁説話の読解 
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７ 総括―物語の背景にある史実に目を向けて 
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